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研究成果の概要（和文）：本研究は、聴覚障害児の書いた文章の計量的分析の結果と教員による評価結果の関連
性を分析することで、聴覚障害児の書く力の評価方法を開発することを目的とした。７つの調査・研究の結果、
作文評価において教員が重視する観点はいくつかのカテゴリに集約できること、重視する観点が子どもの発達段
階に応じて異なることが明らかになった。また、作文に使用される言語要素の計量的な分析結果によって、文章
のタイプを分類できること、言語要素の多変量解析の結果は印象評定による評価を一定程度反映し、聴覚障害児
の作文力の評価に利用できることが示された。本研究で得られた知見に基づき、作文の客観的な評価法の試案を
行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop the evaluation method of essays 
written by students with hearing impairments by investigating the relationship between 
multidimensional data of language components and impression rating of essays. As a result of this 
research, we obtained the following results: (1) the viewpoints of evaluation essays by teachers 
were assigned to some category. (2) The viewpoints of importance for evaluation essays were 
different as to developmental stage of students. (3) Essays written by students with hearing 
impairments were classified according to the type of language components usage. (4) Writing skills 
of students with hearing impairment were estimated by the results of multivariate analyses of 
language components data of their essays. From these results, we proposed the objective method to 
evaluate the essays.

研究分野：聴覚障害心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、インターネットや電子メールの
利用は日常化しており、「書くこと」によ
る情報発信の重要性が一層高まっている。
聴覚障害者が社会生活を営む上でも、文
字情報の活用は必要不可欠であるが、現
状では日本語の読み書きを苦手としてい
る聴覚障害児が非常に多く、高等教育機
関への進学や幅広い職業選択の困難にお
ける大きな要因となっている。それ故、
「書く力」の育成は聾学校での指導にお
ける重要課題の一つとなっているが、「読
む力」に比して「書く力」については、
客観的な評価指標が確立していない。学
校教育においては、子どもが書いた作文
を教員の印象や主観によって評価する場
合が多く、評価の観点や基準に教員間の
差やズレが生じやすい（勝又・澤, 2000; 
澤, 2009）。また、教員による添削が指導
の中心であり、その観点も曖昧で客観性
や一貫性のある方法が確立していない。
特に教員の印象による評価と実際に書か
れた文章の特徴との関連性については明
確な知見がなく、表現（語彙や文等）の
使用や誤りが評価に及ぼす影響について
は、ほとんど未解明である。それ故、子
どもの文章で使用される語彙や構文の特
徴から書く力を推定できる評価方法を考
案することは、年齢や発達段階に応じた
支援を行う上でも有益であると考える。 
近年、テキストマイニングの手法を利
用した文章の多次元的解析の方法や、文
章の完成度や発達段階を自動的に評価す
るための自動作文評価システムの開発な
どが進みつつある（石川・亀田, 2002）。
テキストマイニングの手法は、専用のコ
ンピュータソフトウエアや独自のプログ
ラムを活用することで、大量のデータを
対象に語彙の頻度や共起数、助詞などの
機能語の使用箇所や頻度、文の長さ等を
計測し、各文章の特徴や文章間の差異を
量的・質的に分析できるという長所があ
る。この手法を利用することで、聴覚障
害児の書いた大量の文章を様々な観点か
ら分析することが可能となる。聴覚障害
児を対象とした作文評価の難しさを解消
するために、教員が行う評価結果や評価
の際に重視している観点と、実際に子ど
もが書いた文章の特徴との関連を分析す
ることは有効である。文章の特徴を詳細
に分析し、ある年齢段階で子どもが使用
する頻度が高い語彙、構文の種類や文の
長さ、文章構成のパターンを明らかにし、
その結果を教員の評価と対応づけること
で、子どもが実際に書いた文章から直接
的に書く力を評価できるシステムを開発
することができると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究では、聴覚障害児の書いた文章の

計量的分析の結果と教員による評価結果の
関連性を分析することで、聴覚障害児の書
く力の評価方法を開発することを目的とし
た。具体的な検討項目として以下の 4 点を
挙げた。 
(1)聴覚障害児が書いた文章をテキストマ
イニングの手法を利用して語彙の使用、構
文の特徴、文章の構成の観点から分析し、
その発達的特徴や個人差を明らかにする、
(2)聾学校教員および一般成人を対象とし
て聴覚障害児の文章の多面的評価を行い、
(1)で明らかにした文章の特徴や発達との
関連について検討する。 
(3)聾学校教員を対象に書く力の評価にお
ける観点や方法についてアンケート調査を
行い、教育指導上有効である評価方法につ
いて明らかにする。 
(4)聴覚障害児用の文章表記力総合評価シ
ステムを試作する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、検討１と検討２の２部から構成
される。検討１では、聾学校教員による作文
評価の観点について、2 つの研究から検討し
た。検討２では、聾学校児童生徒の書いた自
由作文における言語要素の使用と印象評定
との関連性について、4 つの研究から検討し
た。 
(1)対象者 
検討１では、聾学校教員 415 名を対象として
アンケート調査を実施するとともに、作文の
評価者として聾学校教員のべ 20 名、検討２
では大学生のべ 18 名を対象として、段階評
価による印象評定を行った。 
(2)対象作文 
聾学校の児童生徒が書いた作文のべ 586
編を対象とした。これらの作文はいずれも重
複障害学級に在籍せず，聴覚のみに障害のあ
る児童・生徒が書いたものであった。いずれ
も対象者の在籍する学校の授業などで任意
のテーマについて書かれたものであり，対象
生徒が日常生活等で経験した出来事や，その
経験に関する自分の意見，考えを述べた自己
表現型の作文であった。なお，いずれの作文
も，教師等による修正や添削が加わっていな
いものとした。 
(3)作文の印象評定 
検討１および２のいずれにおいても、対象
作文に対する印象評定法による評価を実施
した。評価観点は各研究において異なるが、
いずれも当該の観点について３〜７段階に
よる数値評定を行った。また評価にあたって
は、表現力や構成力などの特定の観点に関す
る分析的評価と、作文全体の完成度を評価す
る総合的評価を行った。 
(4)作文における言語要素の分析 
作文で使用された言語要素については、藤
田ら（2012）日本語記述文法研究会（2003, 
2009）などを参考に、「表層構造」「語」「文
体」「係り受け」などの８つのカテゴリを設



定し、最大で 59項目を設定した。なお項目
については、検討２での分析の経過において
修正（添加・削除）などを行い、最終的には
50項目を設定した。 
 収集した作文はすべて電子テキストデー
タ化し，形態素解析ソフトウェア「MeCab」
を用いて，各文を構成する形態素に分解した。
なお聴覚障害児の作文においては平仮名単
語が多いこと，表記や文法上の誤りが多いこ
と等から，ソフトウェアでの解析では誤った
形態素を抽出する場合がある。そのため，最
終的は筆者が解析結果を確認し，誤った抽出
についてはすべて修正を行った。 
 形態素を抽出した後，分析項目に該当する
表現が出現する頻度や割合を作文ごとに求
めた。なお統計的分析にあたっては、得られ
た数値を標準化した値を用いた。 
 
４．研究成果 
(1)聾学校教員による作文の評価（検討１） 
 研究１：作文評価の観点 
 小・中・高等部を担当する聾学校の教員に
対し、作文を評価する際に重視する観点につ
いてアンケートによる調査を実施した。対象
は全国の聾学校 103 校であり、415 名からの
有効回答を得た。田中・齋藤（2005）など先
行研究を参考に作文評価項目を選定し、重複
する項目を調整して、69 項目を抽出した。す
べての項目に関する重要度について5段階で
評定させた。収集したデータについて因子分
析を行なった結果、「内容構成」「文構造」「文
法表現」「叙述」「形式・表記」「表現技法」「言
葉の誤り」の７因子が抽出された。各因子に
該当する項目の因子得点の平均を学部間（小
低学年、小高学年、中、高）で比較した結果、
主－述の対応などの「文構造」に関わる評価
項目は学部が上がるにつれて重要度が低く
なること、一方で根拠や理由の記述などの
「叙述」に関わる評価項目は学部が上がるほ
ど重要度が高くなることが示され、年齢段階
に応じて重視される観点が異なることが示
された。 
 研究２：教員による作文評価の実際 
 聾学校小学部高学年および中学部の児童
生徒が書いた作文 48 編について、研究１で
得られた評価因子を用いて、聾学校教員 20
名による印象評定を実施した。教員は各作文
について、研究１で明らかにした７つの観点
についての分析的評価に加え、10 点満点によ
る総合的評価を行なった。総合的評価の得点
を目的変数、分析的評価の得点を説明変数と
した重回帰分析の結果、「基本的な文構造」
を除くすべての項目が総合的評価に影響す
ることが示され、７つの観点を設定すること
の有効性が示された。 
(2)言語要素の使用に基づく作文の分類と評
価との関連（検討２） 
検討２では作文で使用された言語要素の
頻度や割合を基礎データとし、多変量解析の
各手法を用いて、言語要素の使用特徴から作

文の分類を行うとともに、印象評定との関連
について検討した。 
研究３：言語要素の使用に基づく作文の分
類 
 聾学校中学部に在籍する生徒 33 名の作文
を対象に、8つのカテゴリにおける 59項目の
言語要素について、作文中に出現する頻度や
割合等を算出し、その結果から作文の分類を
試みた。階層的クラスター分析の結果、作文
は「事実描写型」「感情描写型」「列挙型」「シ
ナリオ型」の４つのタイプに分類され、それ
ぞれが異なる特徴を有することが明らかに
なった。また対応分析の結果、使用した分析
項目は、作文の特徴を同定する上で一定程度
の妥当性を示した。一方、要素間での使用頻
度の差異が大きいことなどから、文章の特徴
を分析する上で項目設定の不十分な点も残
された。また、聴覚障害児の文章力の評価に
あたっては、文章のテーマ、子どもの発達段
階、文章中の誤用を考慮した項目の設定など
に留意する必要性が指摘された。 
研究４：Random Forest法（RF法）によ
る作文の多次元分析 
聾学校中学部に在籍する生徒 49 名の作文
を対象に、「内容構成力」「文章構成力」「叙
述力」および総合評価について、大学院生 3
名による印象評定法での評価を行うととも
に、67 項目の言語要素について、それぞれの
頻度や割合を求めた。 
総合評価の平均得点に基づき作文を G、M、
Pの 3群に分類し、RF法による分類を行った。
RF 法はテキストの分類などに用いられる集
団学習法（ensemble learning）の一つであ
り、多変数（項目）による分析において高い
精度を有することが示されている。分析の結
果、文法などの「誤用」「アスペクト」「連
鎖型の接続」「連体修飾回数の分散」「名詞
文節の割合」などが総合評価に強く関連する
ことが示唆された。分析の結果、本研究で取
り上げた言語要素は、G 群と P 群の作文を分
類において有効であることが示されたが、中
位群である M群については、言語要素の使用
傾向のみから的確な評価が困難であること
が示された。 
研究５：クラスター分析による作文の多次
元分析 
 聾学校小学部と中学部に在籍する児童・生
徒 89 名の作文について、50 項目の言語要素
の使用頻度や割合を分析し、それらの要素が
作文の評価結果に及ぼす影響について学部
間で比較・検討した。研究 4で用いた RF法
による分析を行った結果、小学部、中学部と
もに単語表記や文法の誤りの割合が評価に
影響することが示されたが、言語要素による
評価の精度は低いものにとどまった。次に、
言語要素の項目を変数として階層的クラス
ター分析を行なった結果、分類された作文群
の言語的特徴は作文の評価とある程度関連
することが示された。一方で、研究４と同様
に、印象評定による評価が中程度の作文につ



いては的確な評価が難しく、特に文章記述に
おける誤用が多い作文については、評価方法
の検討が必要であることが示唆された。 
研究６：言語要素の使用に関する因子構造
と評価との関連 
研究３〜５の結果を受け、研究６では多次
元の言語要素をいくつかのカテゴリに集約
し評価結果と関連を検討した。聾学校小学部
と中学部に在籍する児童生徒187名の作文に
ついて、50項目の言語要素の使用頻度や割合
を求め、それらの要素の因子構造を分析した。
その結果、「①文の長さ」「②語彙の多様性」
「③構文の複雑さ」「④表現の多様性」「⑤固
有名詞の使用」「⑥口語表現の使用」「⑦単
語・文の誤用」「⑧文末表現の多様性」の 8
つの因子が抽出された。各因子の因子得点に
基づき作文を非階層的クラスター分析によ
り６つの群に分類し、各群で典型的な特徴を
有する作文各 3編について、「課題設定力」
「文章構成力」「叙述力」「表記力」の 4つ
の観点から印象評定による評価を行った。分
析の結果、作文で使用される言語要素は、幾
つかの因子によってカテゴライズし集約す
ることができること、言語要素の使用特徴か
ら作文の特徴を分析し分類することができ
ることが示唆された。また各群の典型的作文
についての評定結果を分析した結果、言語要
素の使用傾向によって、印象評定による記述
や表現に関する評価結果を推測できること
が示唆された。特に「構文の複雑さ」と「単
語・文の誤用」はいずれの評価観点とも相関
が高く、作文力の評価に対して強く影響する
ことが示された。 
研究７：言語要素の使用による作文評価法
の試案 
 検討１で明らかとなった分析的評価と作
文における言語要素の使用傾向との関連を
総合的に分析し、簡便に使用できる作文評価
方法について検討した。聾学校小学部と中学
部の児童生徒が書いた作文 180 編について、
7 つの観点による分析的評価と総合的評価を
実施するとともに、50 項目の言語要素の使用
を分析し、その関連を検討した。作文の総合
評価の結果について、言語使用に関する 8つ
の因子における因子得点を用いて決定木（回
帰木）分析を実施した。分析の結果、対象と
した作文は言語要素の使用傾向によって7つ
のカテゴリに分類された。回帰木による分析
結果から、作文力はまず「文法力」の高低に
よって２分され、さらに作文力が高い群は
「語彙の豊富さ」「用言の多用」「構文の複雑
さ」によって評価されること、低い群は「構
文の長さ」によってさらに詳細に評価される
ことが示唆された。 
以上の結果に基づき、言語要素の使用傾向
によって、聴覚障害児の作文をチェックリス
ト方式で評価する方法を提案した。 
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